




１ 2020年度就労実績 

 

 

６名 
全員が就労継続中！ 
（2021年3月現在） 

〇 介護福祉：2名 

〇 不動産：1名 

〇 保険：1名 

〇 製造業：1名 

〇 航空：1名 

 

業種別就職先 

コロナ禍による緊急事態宣言下で外部実習は停止となり、企業の採用活動
の動きが鈍くなる中、前年比での就職者数は減少しましたが、それでも6名
の就労実現を果たすことが出来ました。 

FDAでは就労者（卒業生）への定期的な面談実施等の定着支援を提供する
と共に、引続き利用者の就労実現を強力に支援してまいります。 

※ 2019年実績：15名 

昨年の就労実現実績 
 



2 2020年度 就労実例-1 

① Tさん（30代女性/B型利用者/精神障がい ） 

 
 学生時代に意欲低下から引きこもり状態となり大学も中退、その後は
就労経験が無いまま約10年間を自宅で過ごしました。説明会への参加を
機にFDAの就労移行へ入所しましたが、当初は不安定な通所状態が続き
就労トレーニングも順調ではありませんでした。 
 2年間の就労移行期間が終了してしまった後も、就労継続支援Ｂ型に
移籍して引続き就職のための努力を重ねてPC関連の資格を取得、施設外
実習にも参加して真面目な仕事ぶりが高い評価を得るようになりました。 
 そうして徐々に自信を付けながら、通勤負荷の少ない自宅から近い職
場での就労を目指し、FDA内で何度も面接練習を経験するなどの準備を
重ねた結果、見事に希望通りの条件での就職を実現することが出来まし
た。 



③ Yさん（40代男性/移行利用者/知的障がい） 

 いくつかの職場での就労経験はあったものの、どうしても勤務が長続
きせず、それを心配したご家族からの紹介でFDAの就労移行へ入所しま
した。FDAでのトレーニングでは自分の特性を自らが理解し周囲に伝え、
そして適切な配慮を得ることの大切さを学びました。 

 当初から就労意欲が高く、介護福祉関連の法人にて施設外実習を経験。
真面目にコツコツと働く姿に対して高い評価をいただき、半年間の実習
を経た後に同法人への入社を果たしました。 

2 2020年度 就労実例-2 





3 総合支援法（就労移行支援・就労継続支援B型） 

① 年度末時点での利用者総数 

71名 

 
② 障がい種別利用状況 

身体 
10% 

精神 
45% 

知的 
25% 

難病 
6% 

発達 
14% 



4 総合支援法（就労移行支援・就労継続支援B型） 

  

② 通所エリア別利用状況 ③ 年代別利用状況 

※他県：東京都8名 ・千葉県1名 

川崎市 
63% 

横浜市 
10% 

その他 

神奈川県 
14% 

他県 
13% 

10代 
4% 

20代 
27% 

30代 
25% 

40代 
17% 

50代 
21% 

60代 

～ 
6% 



5 FDAの利用開始のきっかけは？ 

① 医療機関・役所・他支援機関からのご紹介  

② FDA説明会・体験会 

   毎月開催しているFDAの説明会をきっかけに利用開始,等  

④ 特別支援学校・定時制高校からのご紹介 

   学校関係者の方から卒業後進路の定まらない生徒様の就労訓練を 

   依頼され、利用開始,等 

③ ホームページやパンフレット 

   FDAホームページや各所にあるパンフレットを見ての問合せ  





6 就労移行支援 就労トレーニング 

★ 多岐にわたるカリキュラムで社会で求められる多角的なスキルを養います 

• 対人能力強化のための、ロールプレイングを中心とした実践的なSST
（ソーシャル・スキル・トレーニング) 

• 一般教養、コミュニケーション、ビジネスマナー、パソコン操作など、就労
実現に必要な能力を磨く講習 

• 企業内での職場実習や就職活動サポートなど、スムースな就労への支援 
• 全体に向けたトレーニングと個人毎にカスタマイズしたトレーニングの2軸
による効果的な支援 

• 就労意欲の喚起や職業理解のためのカリキュラム、求人票の見方や 

履歴書・職務経歴書の書き方指導、他にも面接練習、服装指導、実際の
就職活動支援など、職に就くための活動の支援 

 

FDAの支援の目的は、単に就職することだけではなく、 
長く働き続けるための力を身に付けてもらうことです。 



7 川崎と溝の口 ： ２つのB型事業所 

 川崎事業所 ： 
“就職を目指す” Ｂ型事業所 

 就労移行支援の利用期間（2年間）を満了した後も、Ｂ型利用者として 
就労のためのトレーニングを継続する 

 Ｂ型から就労移行へ移籍し、就職活動に更に本腰を入れる 
 企業内での職場実習や就職活動サポートなど、就職実現のための支援 

 

・ FDAは川崎と溝の口に２つの就労継続支援Ｂ型事業所を運営しており、 
事業所ごとに大きな特徴があります 

 溝の口事業所 ： 
工賃をたくさん稼げる事業所 

 受託案件の生産量に応じた工賃体系により、「頑張った分だけ稼げる」 
 働くことの意識を高め、経済的、精神的および社会的な自立を促す活動 
 一人ひとりの特性に合わせた多彩な受託案件作業 



8 施設外実習～企業内実習における多様な職場体験～ 

・企業内で実際の業務に携わることで、より実践的な就労訓練を行い
ます。実習先の企業にそのまま就職するケースもあります。 
・実習先となる提携企業には様々な業種・職種があり、色々な業務を
経験できます。 
※ 現在は新型コロナ禍の影響で休止中 

FDAにおける施設外実習の例 

T社 
（印刷業） 

事務補助作業 

A社 
（IT企業） 

事務補助作業 

Y社 
（飲食業） 

 調理補助・清掃作業 

T社 
（販売業） 

 社内清掃作業 

C法人 
（介護施設） 

 清掃・物品補充作業等 



9 受託案件～施設内で経験できる多様な作業訓練～ 

・事業所内で様々な作業に取り組み、PCスキルやチームワークを高めま
す。自分の「得意なこと・苦手なこと」を把握するのにも役立ちます。 

FDAにおける受託案件の例 

アンケートのデータ入力 

フリーペーパーの折り・封入 

手書きDMの代筆 

輸入食品へのラベル貼付 

会報の封入と発送 

通販商品の発送業務代行 



2020年は、社会全体が新型コロナ

ウィルス感染症の影響を大きく受け
た一年となりました。 
 

FDAでも通常通りの支援サービスを 
提供することは難しくなりましたが、 

特例措置として認められた在宅支援
や午前・午後の分散通所シフトにより
密の状態を作らないよう工夫をこら
し、更に外部実習の停止等の感染防
止策を実施することで、利用者への
就労支援を途切れることなく提供す
ることができました。 
 

10 コロナ禍に於けるFDAの取り組み 

手作りパーティションで感染防止 



11 土曜日イベント（休日レクリエーション）の開催 

・FDAでは平日の就労訓練に加え、休日にも多様なレクリエーションを
行っています。ものづくりや料理、スポーツ観戦、ゲーム大会等、その内
容は様々。休日の居場所作りや通所のきっかけとして、それぞれの目的に
応じて楽しんでいただけます。 

土曜日イベントのコンテンツ例 

・映画鑑賞会 

・ゲーム大会 

・スポーツイベント（卓球） 

・（コロナ緊急事態宣言化の）リモート交流会 

・剣知会（剣道の稽古を通じた心身の鍛錬） 



12 インターンの受け入れ 

 FDAの多様な障がい者・就労困

難者支援の取り組みは、多くの学

校・企業様にもご注目頂いており

ます。昨年も多くのインターンの

受け入れを行い、社会における多

様性のあり方について考えるきっ

かけを提供してきました。 

今後も同様の取り組みにより多様

な社会の実現に貢献します。 

 




